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４
月
19
日
に
執
行
さ
れ
た

藤
枝
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
し
た

議
員
22
名
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
共
産
党

さ
と
う　

ま
り
こ

当
選
回
数
:
２
回

築
地

小学生と中学生の親として、子育
て世代の声を市政に届けます。市
民の立場から市政をしっかりと
チェックします。

議
席
番
号
:
９
番

藤
新
会

木き

野の　

浩ひ
ろ

満み
つ

当
選
回
数
:
１
回

平
島

暮らしに寄り添い、現場の声を丁
寧に市政へ届けます。防災・子育
て・高齢者支援を柱として、未来
に向けた「幸せになるまち」の実
現に全力で取り組みます。

議
席
番
号
:
７
番

藤
の
ま
ち
未
来

勝し
ょ
う

治じ　

伸し
ん

也や

当
選
回
数
:
１
回

瀬
戸
ノ
谷

介護・福祉の現場経験を生かし、
人と人が支え合い、子どもからお
年寄りまで世代を超えて、安心し
て暮らせる藤枝へ。市民の皆さま
の声を未来につなぐことができる
ように頑張ります！

議
席
番
号
:
１
番

無
会
派

池い
け

田だ　

博
ひ
ろ
し

当
選
回
数
:
８
回

高
柳

まちづくりは人づくり
「おはよう」のあいさつで地域ぐる
みの見守りを高め、豊かな人間関係
を育み、安心・安全なまち藤枝、毎
月１日をあいさつDAYにする提案
をして、笑顔のために頑張ります。

議
席
番
号
:
５
番

藤
の
ま
ち
未
来

寺て
ら

田だ　

亜あ

記き

子こ

当
選
回
数
:
２
回

五
十
海

市民の皆さまの声を丁寧に受け止
め、子育て・介護・暮らしの不安
に寄り添い、現場の声を市政につ
なげながら、誰もが安心して暮ら
せる藤枝の未来づくりに、誠実に
全力で取り組みます。

議
席
番
号
:
３
番

藤
の
ま
ち
未
来

八や

木ぎ　

勝
ま
さ
る

当
選
回
数
３
回

築
地

市民の声にしっかり寄り添い、更
に地域の意見が市政に反映できる
よう、安心して暮らせるまちの実
現に向けて丁寧に取り組み、現場
から動き出すまちづくりを進めて
まいります。

議
席
番
号
:
10
番

藤
新
会

大お
お

石い
し　

心し
ん

平ぺ
い

当
選
回
数
:
２
回

青
葉
町

１期４年で感じた市議会と市民の
相互の距離を縮め、誰もが身近に
感じられる開かれた議会を実現す
ると共に、人口減少社会に耐え得
る強い藤枝市としての未来を全力
で切り拓いてまいります。

議
席
番
号
:
８
番

藤
の
ま
ち
未
来

河か
わ

口ぐ
ち　

理り

麻ま

当
選
回
数
:
１
回

水
守

市民の皆様とともに創る藤枝へ。
農業・経済・子育ての充実に取り
組み、横のつながりや地域コミュ
ニティを大切に、現場の声を力に
変え全力で邁進してまいります！

議
席
番
号
:
２
番

藤
新
会

秋あ
き

田た　

隆た
か

久ひ
さ

当
選
回
数
:
１
回

藤
岡

「次の世代へ誇れる藤枝に」市民の
健康を守る、若者が地元で働き続
けられる街に、地球に優しいまち
づくり、災害に強い地域へ。生ま
れ育った藤枝で、住みよいまちづ
くりに努めてまいります。

議
席
番
号
:
６
番

無
会
派

川か
わ

島し
ま　

美み

希き

子こ

当
選
回
数
:
３
回

時
ケ
谷

市民一人ひとりの声にやさしく寄
り添い、小さな想いも大切に受け
止め、安心して暮らせるあたたか
なまちづくりに全力で取り組んで
まいります。

議
席
番
号
:
４
番
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藤
新
会

油ゆ

井い　

和か
ず

行ゆ
き

当
選
回
数
:
４
回

駅
前

『誇れるまち藤枝!!』このまちに住
む誰もが笑顔を忘れずに暮らせる
安全・安心なまちを目指します。
「やっぱり藤枝に住みたい」と思え
るまちづくりに誠心誠意努めて参
ります。

議
席
番
号
:
21
番

公
明
党

大お
お

石い
し　

保や
す

幸ゆ
き

当
選
回
数
:
７
回

前
島

今まで以上に「安全･安心で住みや
すい」藤枝市を目指し、市民の皆
様の声に耳を傾け、市の第６次総
合計画後期計画の期間と重なるこ
の任期の中で、様々な課題に執行
部と共に取り組んでまいります。

議
席
番
号
:
19
番

藤
新
会

薮や
ぶ

崎ざ
き　

正ま
さ

幸ゆ
き

当
選
回
数
:
２
回

岡
部
町
桂
島

笑顔あふれる未来の藤枝市のために
変えなければならないものは変え
ていく。
守らなければならないものは守っ
ていく。
藤枝新時代。

議
席
番
号
:
13
番

日
本
共
産
党

石い
し

井い　

通み
ち

春は
る

当
選
回
数
:
５
回

高
洲

５期目の当選をさせていただき、
ご支援いただきました皆様に感謝
申し上げます。
街頭から訴えた公約は、選挙を通
じた私と市民との約束です。４年
間実現に尽力します。

議
席
番
号
:
17
番

藤
の
ま
ち
未
来

増ま
す

田だ　

克か
つ

彦ひ
こ

当
選
回
数
:
３
回

瀬
戸
新
屋

２期８年で培った経験を礎に、い
ざ３期目へ！一人ひとりの暮らし
に寄り添い、皆様の声を市政へ届
けます。笑顔あふれる「誰もが幸
せになるまち」の実現を目指し、
市政の発展に尽力いたします。

議
席
番
号
:
11
番

藤
新
会

深ふ
か

津つ　

寧や
す

子こ

当
選
回
数
:
３
回

仮
宿

身近な課題から将来のまちづくり
まで、市民目線で丁寧に取り組み
ます。これまでの経験を生かし、具
体的な取り組みとして責任を持っ
て着実に進めてまいります。

議
席
番
号
:
15
番

藤
新
会

植う
え

田だ　

裕ひ
ろ

明あ
き

当
選
回
数
:
７
回

瀬
古

健康・予防日本一をめざし、「が
ん対策」と健康の大敵「歯周病予
防」のさらなる推進。安全安心な
まちづくりのため、「我が家の地震
対策三本柱」、「詐欺対策」の推進
をしっかり支えます。

議
席
番
号
:
22
番

藤
新
会

多た

田だ　

晃
あ
き
ら

当
選
回
数
:
４
回

大
東
町

この度、藤枝市議会議員として四
期目の当選を賜り、市民の皆様の
ご期待の重さを深く胸に刻んでお
ります。更なる市政発展と福祉向
上に全力を尽くしてまいります。

議
席
番
号
:
20
番

藤
新
会

山や
ま

川か
わ　

智と
も

己き

当
選
回
数
:
３
回

岡
出
山

これまで以上に藤枝市全体の未来
を見据え、今を生きる市民とこれ
から市民になるすべての人々が誇
れるまちになるよう、若さと体力
と行動力で『今よりさらに、藤枝
を前へ！』進めます。

議
席
番
号
:
14
番

公
明
党

山や
ま

本も
と　

信の
ぶ

行ゆ
き

当
選
回
数
:
４
回

築
地

藤枝市民の皆さまの小さな声をお
聴きし、健康でいきいきと暮らせ
る、「だれ一人取り残さない愛する
藤枝」の実現のため、「誠実第一」
をモットーに一生懸命取り組んで
まいります。

議
席
番
号
:
18
番

藤
の
ま
ち
未
来

遠え
ん

藤ど
う　

久く

仁に

雄お

当
選
回
数
:
４
回

南
駿
河
台

12年間の議員経験を基に、市民の
皆さまの暮らしやすさを考えて活
動いたします。教育のより一層の
推進に努め、文化を大切に、また
全ての人々の人権が尊重される町
となるよう働きかけます。　

議
席
番
号
:
12
番

藤
新
会

神か
ん

戸べ　

好よ
し

伸の
ぶ

当
選
回
数
:
３
回

中
ノ
合

「やっぱり市民の暮らしが主役で
す。」社会の環境が変われば価値観
や生活様式が変わります。新たな
議会の責任を胸に、市民生活を守
り変化の時代に応える丁寧で着実
な市政を進めます。

議
席
番
号
:
16
番

33



　

市
議
会
開
会
議
会
が
、
５
月
13

日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
会

期
を
令
和
９
年
４
月
27
日
ま
で
の

３
５
０
日
間
と
し
た
ほ
か
、
正
・

副
議
長
選
挙
、
常
任
委
員
会
及
び

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
任

及
び
正
副
委
員
長
の
互
選
、
一
部

事
務
組
合
議
員
の
選
挙
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
神
戸
好
伸

氏
が
、
副
議
長
に
は
増
田
克
彦
氏

が
選
出
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
委
員

会
の
構
成
・
役
職
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

（
以
下
敬
称
略
）

監
査
委
員　

油
井
和
行

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に

協
議
し
、
意
見
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

委
員
長　

植
田
裕
明

　

副
委
員
長　

石
井
通
春

　

委
員

　
　

寺
田
亜
記
子
・
大
石
心
平

　
　

八
木　

勝
・
遠
藤
久
仁
雄

　
　

薮
崎
正
幸
・
山
本
信
行

　
　

多
田　

晃

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
と
は

　

市
の
業
務
を
部
門
に
分
け
、議
案

や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
審

査
や
調
査
を
行
う
た
め
の
委
員
会

の
こ
と
で
す
。
議
員
は
総
務
・
健
康

福
祉
教
育
・
建
設
経
済
環
境
の
い
ず

れ
か
一
つ
の
常
任
委
員
会
に
所
属

し
て
お
り
、
予
算
・
決
算
も
含
め
た

５
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
総
務
・
健
康
福
祉

教
育
・
建
設
経
済
環
境
の
３
つ
の

常
任
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
総
務
委
員
会

　

総
務
、
企
画
、
財
政
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
な
ど
に
関
す
る

議
案
を
審
査
し
ま
す
。

　

委
員
長　

山
本
信
行

　

副
委
員
長　

大
石
心
平

　

委
員

　
　
　

勝
治
伸
也
・
池
田　

博

　
　
　

秋
田
隆
久
・
増
田
克
彦

　
　
　

山
川
智
己
・
油
井
和
行

◇
健
康
福
祉
教
育
委
員
会

　

福
祉
、
保
健
衛
生
、
医
療
、
介

護
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
議
案
を

審
査
し
ま
す
。

　

委
員
長　

遠
藤
久
仁
雄

　

副
委
員
長　

石
井
通
春

　

委
員

　
　

寺
田
亜
記
子
・
深
津
寧
子

　
　

大
石
保
幸
・
多
田�

晃

　
　

植
田
裕
明

◇
建
設
経
済
環
境
委
員

　

都
市
計
画
、
道
路
、
河
川
、
環

境
、
産
業
に
関
す
る
議
案
を
審
査

し
ま
す
。

　

委
員
長　

薮
崎�

正
幸

　

副
委
員
長　

さ
と
う
ま
り
こ

　

委
員

　
　

河
口
理
麻
・
川
島
美
希
子

　
　

木
野
浩
満
・
八
木�

勝

　
　

神
戸
好
伸　

市
議
会
開
会
議
会

市
議
会
役
職
決
定

副議長

増田克彦

議長

神戸好伸
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　令和８年２月定例月議会で審議した市長提出議案32
件、議員発議案４件について、全議案とも原案どおり�
可決されました。また、請願１件について採択としました。

　　市長提出議案（第２号議案～第３３号議案）

令和８年２月定例月議会の概要　日程：２月16日～３月19日（３２日間）

◆賛否の分かれた議案◆
会議日：令和８年３月19日（本会議５日目）

pick up!

・予算案件� 18件
・条例案件� 14件

議案
番号

議員名（議席順）

�案件・結果

さ
と
う　

ま
り
こ

寺　

田　

亜
記
子

川　

島　

美
希
子

池

田　
　

博

大

石

心

平

薮

崎

正

幸

山

川

智

己

深

津

寧

子

石

井

通

春

増

田

克

彦

八

木　
　

勝

神

戸

好

伸

多

田　
　

晃

油

井

和

行

山

根　
　

一

平

井　
　

登

遠　

藤　

久
仁
雄

岡

村

好

男

山

本

信

行

大

石

保

幸

植

田

裕

明

第２号 令和８年度藤枝市一
般会計予算

可

決
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３号
令和８年度藤枝市国
民健康保険事業特別
会計予算

可

決
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第７号
令和８年度藤枝市後
期高齢者医療特別会
計予算

可

決
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第25号
藤枝市国民健康保険
税条例の一部を改正
する条例

可

決
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

討論の
内容は

こちらから

　公共の場所における一定の区域での客引き行為等を禁止し、安全かつ快適な生活環境の確保を図る
ことにより、魅力とにぎわいのある安全・安心で快適なまちづくりに寄与するために条例を制定する。

◆藤枝市客引き行為等の禁止に関する条例（第21号議案）

　手話は言語であるという理解と周知を図るとともに、ろう者及び手話言語を必要とする者が地域社会の�
一員として手話言語を使い、安心して暮らすことができるまちを実現するため、条例を制定する�。

◆藤枝市手話言語条例（第23号議案）

※議長は採決には加われません。○賛成　×反対

発議案第21号 中部電力浜岡原子力発電所の基準地震動改ざんに関する決議

　中部電力が浜岡原子力発電所で想定される地震の最大の揺れ（基準地震動）のデータを意図的に改
ざんしていた事実が判明した。このことは、藤枝市議会のみならず藤枝市民、県民に対して重大な犯
罪的行為であり、安全対策以前に原発の耐震性を土台から揺るがす事態である。中部電力は今回の不
正の全容と組織の責任を明らかにするべきであると決議しました。

発議案第22号　原子力発電所再稼働審査の在り方の見直しを求める意見書

発議案第23号　日本政府に非核三原則の堅持を求める意見書

発議案第24号　国による学校給食費完全無償化を求める意見書

※各議案については、藤枝市議会
ホームページをご覧ください。

第２号議案～第31号議案 第32号議案、第33号議案

第21号

第22号 第23号 第24号
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　２月定例月議会では、令和８年度当初予算を審議し、一般会計653億8,000万円、特別会計319億800万円、
企業会計354億5,300万円を可決しました。予算編成にあたり市議会の提言が反映された事業及び、予算常任
委員会での主な質疑をご紹介します。

その他令和８年度当初予算につきましては、こちらをご覧ください。

◆シティ・プロモーション推進事業費シティ・プロモーション推進事業費
◆戦略広報推進費戦略広報推進費
◆地域活性化起業人活動事業費地域活性化起業人活動事業費
　大学との連携により、シティ・プロモーション戦略
の再構築を行うとともに、企業と連携した民間人材の
知見やノウハウを活かした地域活性化とインナープロ
モーションの推進を図る。

外向き・内向き両輪のプロモーションに
より、市民の共感と主体性を醸成する
戦略的な展開を！

1,550万円

＋1,050万円

2,600万円

企画政策課 / 広報課

◆放課後等デイサービス給付費放課後等デイサービス給付費
　保護者説明会によりサービスの内容や目的につい
ての理解促進を、支給決定会議によりサービスの適
正な利用を、研修会により事業所の支援の質の向上
を図る。「医療的ケア児等の支援のためのネットワー
ク会議」や意見申出制度の活用により受入体制の整
備に努める。

●�支援が必要な児童の確実な利用を！
●�事業所への指導によりサービスの質

の確保を！
●�現状困難な医療的ケア児の受け入

れ体制整備の実施を！

4億7,000万円

＋2,000万円

4億9,000万円

こども発達支援課

◆くらしの道緊急修繕事業費くらしの道緊急修繕事業費
◆舗装修繕業務委託料舗装修繕業務委託料
◆工事請負費工事請負費
　道路や河川施設の老朽化や損傷による通報が増
加していることに対し、必要な事業費を増額し、計画
的に対応を進める。パトロールや情報提供による早
期発見と適正な維持管理に努める。

道路・排水機能の保全に向けた事業
規模の拡大、および事後保全から予防
保全への管理体制の移行を！

9,735万円

＋502万円

1億237万円

建設管理課

議会の提言から予算へ 反映
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❶ ターゲットを絞った戦略的まちづくり

❷ 地元地権者を主体とした持続可能な商業機能の確立

❸ 既存施設（BiVi等）との相乗効果の創出

❹ 文化センター地区における広域的合意形成の徹底

議会から市へ 提言

建設経済環境委員会

問　令和６年度までは100億円を超えてい
た財政調整基金が38億円程度に減少して

いるが、今後の方針を伺う。
答　国・県の補助金、交付税措置のある起債�

など、特定財源を確保するとともに、市税の

確実な収納や税収の増加に向けた取り組み

により、30億円から40億円を維持していく。

問　関係人口来訪支援事業費について、Ｓ
ＮＳ等を活用し情報発信の強化を図るとの

ことであるが、今後の方針を伺う。
答　ふるさと住民登録制度の推進にあた

り、ターゲットを明確にした上で情報発信す

ることを検討している。単なる観光ではな

く、地域に関わる魅力を発信していく。

問　こども誰でも通園制度は、利用者には
ありがたい便利な制度であるが、受入側の

施設の対応は大丈夫か伺う。
答　４月から事業を実施する意向を示して

いる施設は12施設あり、利用定員から在園

児を除した残りの空き枠の中で預かる余裕

活用型として、単純計算では76人の枠があ

る。こども計画では来年度は66人の定員を

確保する計画であり、計画値は超えている状

況である。実際にはじまらないと、どの位の

利用があるかわからないという保育施設側

の不安も耳にしており、今後、利用実績を踏

まえて受入の確保を進めていく。

問　浸水対策である止水板設置事業費補助
金について、補助率を２分の１、補助額の

上限を30万円とした根拠を伺う。
答　補助率については、止水板が設置者の

財産となることや他の自治体の先進事例、市

の既存補助金との整合性を考慮し、２分の１

とした。

　上限額については、市街地の標準的な宅地

間口10メートルを基準とし、止水板の単価

について市場調査を踏まえ、１メートル当た

り６万円と設定し、その場合の事業費60万

円の２分の１である30万円とした。

予 算 常 任 委 員 会 で の 主 な 質 疑

　建設経済環境委員会では、令和７年度の所管事務調査事項を「中心市街地活性化推進事業」としました。
先進４市への視察調査、年間を通じた委員会質疑や現地調査を経て、以下の項目を「提言書」として市長へ提出しました。

提言書は市議会ホームページに掲載していますので、
ご覧ください。
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代 表 質 問

藤
新
会

植
田
　
裕
明 

議
員

令和８年度施政方針および予算編成について

問 �大規模プロジェクト結実に関する所見
答 � 陶芸村の核となる道の駅やクリーンセンター
は、市民との対話を重ね、長い年月をかけて
進めてきた。
多くの関係者の理解と尽力により、実を結ん
だもので、心から感謝を申し上げる。
これはゴールではなく、まちづくりのスター
トラインであり、引き続き、各施設の安定的
な運営を図りながら、歩みを進めてゆく。

問 �第６次総合計画・後期計画への市長の思い
答 � 後期計画は、市民の意見を反映し、課題解決
とともに、本市の成長につなげる施策を盛り
込んでおり、戦略性と実効性をもって実行す
る計画としている。
「幸せになるまち」実現に向け、「誰もが安心
して健康に暮らし、希望が持てるまちづくり」
に全力で取り組んでゆく。

問 �令和８年度予算編成と財政経営
答 � 社会保障費の増加、物価・人件費の高騰に加
え、大型事業の進展など、財政需要が増す今
後の数年間は財政経営において極めて重要な
局面となる。
当初予算編成は、「未来へ繋がる、持続可能

な藤枝の実現」をテーマに、予算の拡張を抑
制しつつ、将来に向けた重点的な施策を着実
に進め、選択と集中による「重点投資型の予
算」を編成した。
将来に向けて歩みを進め、「幸せになるまち」
づくりに必要な施策の展開と財政の健全化を
両輪に、安定的で持続可能な行政経営に取り
組んでゆく。

問 �４K施策（健康、教育、環境、危機管理）の
さらなる前進

答 � 健康・予防日本一では、女性の健康課題に着
目し、事業所従業員のだれもが健康で働ける
環境づくりを推進する。
教育日本一では、子どもの心の状態を観察で
きるアプリの導入や、教育現場での生成AIの
利用促進といったデジタル技術の活用により、
子どもたちにアプローチしてゆく。
環境日本一では、家庭系生ごみ回収資源化の
対象地域拡大について費用対効果の精査を進
め、今後の事業継続を検討する。生ごみ処理
機、ディスポーザー利用促進を図る。
危機管理日本一では、水防対策室を設置し、風
水害発生前から指揮命令系統を一元化するこ
とで、危機管理のさらなる強化を図る。

問 �諸物価、人件費の高騰が全国の医療機関の経
営を苦しめている現状の中、新年度における
病院経営の経営戦略はどのようなものか

答 � 国は、診療報酬改定3.09％の大幅な引き上げを
示しており、経営改善への影響を精査している。
施設基準の取得や診療科の充実により診療報
酬の増を図り、紹介患者数の増加や病床稼働
率の向上により、増収を目指す。
材料費や委託料などの諸経費を見直し、医療
の質を維持した上で支出の削減を図る。

各会派の代表者が、市長の施政方針に対する質問を行います。質問は１議員40分以内です。
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藤
の
ま
ち
未
来

増
田
　
克
彦 

議
員

第６次総合計画後期計画と持続可能な行財政運営

問 �市が掲げる「幸せになるまち」において、市
政の「質の向上」をどう定義し、市民の幸福

実感をどのように測定・管理していくのか。
答 �「質の向上」とは、健康で安心して暮らし、将

来に希望が持てる基盤を確実に叶えること。9

つの項目(健康、子育て、所得等)で満足度と

重要度を評価し、KPI(重要業績評価指標)に

基づき進捗を管理する。

問 �物価高騰や大規模事業で財政が厳しい中、ど
のような基準で「スクラップ・アンド・ビル

ド(事業の改廃)」を行い、どの分野に重点投

資するのか。
答 � 中心市街地再開発や工業用地整備、学校教育

の充実(小1ギャップ対策等)に重点配分する。

一方、全事業を総点検。障害者向け支援事業

などの一部見直しや、運営が安定した事業の

廃止を行い、財政健全化とのバランスを図る。

地域経済の活性化と戦略的な「稼ぐまちづくり」

問 �４月オープンの「道の駅ゆとりえせとや」を
核とした経済効果と、「ふじえだ陶芸村構想」

による若手アーティスト支援の考え方は。
答 � 道の駅を拠点に、東京藝術大学との連携や特

産品開発を進める。中山間地域の交流人口を

現状から17万人増の38万９千人まで拡大さ

せる。アーティスト支援では空き家バンクの

活用や、農業と創作を両立する仕組み(半農半

芸)を構築し、若手人材を呼び込む。

問 �全国に先駆けて導入する「ふるさと住民登録
制度」の戦略的な狙いと、中山間地域の維持・

発展に向けた体制は。
答 �「関係人口創出協議会」を設立。ビジネスの実

証や玉露栽培支援など、市外の人が継続的に

関わる仕組みを作り、将来の移住につなげる。

問 �「新産業ビジネス創造室」の役割と、水上地区
開発の将来像および地権者の意向反映につい

て。
答 � 水上地区は「緑の新都心」をテーマに防災機

能を強化した上で、多様な地域資源を活かし

たスマートシティを目指す。新産業創造室は、

市内企業の新たなチャレンジや革新的な企業

の誘導をさらに加速し、中小企業の成長モデ

ルを構築する。

安全・安心な市民生活の堅持と「人」への投資

問 激甚化する風水害への対策(水防対策室・土

嚢)と、在宅医療の強化、および医療従事者の

確保策は。
答 � 危機管理センター内に司令塔となる「水防対

策室」を新設。浸水被害の多い6地区の分団詰

所に「土嚢ステーション」を3年かけて整備し、

初動の迅速化を図る。医療では「藤枝みんな

のクリニック」と訪問看護の一体運営により、

24時間対応の在宅医療体制を強化。大学医局

との連携や修学資金制度により、医師・看護

師の確保は順調に推移している。

問 急速に普及する生成AIに対し、子供たちのリ

テラシーをどのように育成するのか。
答 �「生成AIチャレンジ事業」として、まずは教

員の指導力を強化するオンライン研修を実施。

本市独自の活用ガイドラインを策定し、リス

クを理解した上での創造的な活用を推進する。

幸福感をKPIで測る先進性や、アートと農業
を融合させる柔軟な発想が印象的。財政健全
化と未来への投資を両立させる、バランスの
取れた戦略的な市政運営が「幸せになるまち」
実現の鍵になると期待が高まります。

議員のひとこと
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公
明
党

大
石
　
保
幸 

議
員

行方不明者の減少と賠償保険について

問 �行方不明者となることの多い認知症高齢者の
偶発的な事故や他人への傷害や物を壊したり
することで、損害賠償を請求される事態に備
え、市民の安心感を高めるため「個人賠償責
任保険」を市で導入できないか。

答 � 市では、高齢化社会の進展を見据え、見守り
ネットワーク事業や「認知症とともに生きる
共創のまちづくり条例」を制定してきた。万
が一の事態に備えた保険制度は、安心して地
域で暮らすために意義があることから、令和
８年度から賠償保険制度による支援を実施し
たい。

多様な人材の活用について

問 �令和８年度では、新たな「地域活性化起業人」
を採用されるが、活動内容について伺う。

答 �「地域活性化起業人」は企業に籍を置きなが
ら、一定期間、市の職員と一緒に施策の発展的
な取組みを行うもので、令和８年度では経営
戦略やマーケティングなどで実績のある「地
域活性化起業人」を３名採用する予定である。

地域生活総合サポート事業について

問 �令和６年度から始まった「地域生活総合サ
ポート事業」だが、令和８年度では今までの
朝比奈地区に加えて、瀬戸谷・葉梨地区でも

展開する。どのような効果を期待しているの
か。

答 � この事業は、全国でも先進的な取組みであり、
高齢化社会における持続的な生活支援の在り
方のモデルになるものと考えている。今後取
組む地区でも、地域の皆様とともに事業を展
開し、いきいきと笑顔で暮らし続けることの
出来るまちの実現につなげていきたい。

国際交流事業について

問 �今後の国際交流として、オーストラリア・ペ
ンリス市との取組みを掲げているが、その内
容を伺う。

答 � 市の職員を一定期間派遣し、現地の経済界関
係者との交流や市場調査を行う。また、交換
学生事業の実施を検討している。

問 �台湾・台南市との今後の交流の展開について
伺う。

答 � 昨年10月の副市長を団長とする訪問では、現
地のサッカー協会や陶芸工房を視察し、ス
ポーツ・文化分野での成果を得てきた。また、
台南市の企業・遠達國際企業有限公司との連
携協定に基づき、交流職員も受け入れており、
今後も信頼関係を基盤として多様な分野での
交流をさらに進化させていきたい。

台南市のサッカーチームの市長表敬訪問

病院のオープン･ホスピタルについて

問 �市立総合病院では以前実施していた「病院ふ
れあいフェスタ」から「オープン・ホスピタ
ル」に変更したが、開催状況を伺う。

答 �「オープン・ホスピタル」では、医療職を身近
に感じてもらうことを目的に、中・高校生を
対象に院内見学や業務体験などを15回開催
し、男性15名、女性123名に参加いただき将来
の担い手づくりに寄与したものと捉えている。
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高洲南小学校区への公園設置を

問 �地域住民の要望は強い。小学校前の空家土地
は現在処分手続き中で場所としては最適だ。

答 � 土地取得の費用や維持管理など見極めながら
取得可否を判断する。

高すぎる国保税の値上げ

問 �現在でも高すぎて払いたくても払えない国保
税が、８年度４人家族で約10万円以上の値上
げが予定されている。

答 � 一般会計から３億円を国保会計に繰り出し激
変緩和措置を講じる。

問 �緩和措置は３年で終了。その後は全体の９割
が現在の1.5倍の値上げとなる。

答 � 制度を維持するには税率改定を行わざるをえ
ない。

問 �当然滞納者が増える。災害に限らず失業等の
所得減で一定の減免が受けられる市独自制度
「減免取扱要綱」の活用が必要ではないか。

答 � リーフレットを作成し、福祉や納税と連携し
重層的包括的支援を行う。

所得減少割合
70％以上 50％～69％ 30％～49％

前
年
所
得
額�

（円）

100万以下 免除 80％減免 60％減免

～199万 80％減免 60％減免 40％減免

～449万 60％減免 40％減免 20％減免

～600万 40％減免 20％減免 10％減免

中部電力に原発再稼働を担う資格はない

問 �中部電力が基準地震動の改ざんを行い県民の
怒りをかっている。市長は記者会見で「意図
的であれば市民への大きな裏切り」と述べて
いる。少なくとも2018年から不正が行われて
おり、明らかに組織的意図的では。

答 � 現段階では断定できないが、事実であれば深
刻な問題だ。

問 �山中原子力規制委員長は「これまでで一番悪
質な不正」「廃炉もありうる」と発言している。
再稼働はあり得ない。

答 � 核燃料が存在している限り、原子力防護対策
の確立は不可欠である。

問 �福島では30キロ圏内は未だに「帰還困難区
域」で人が住めない。中部電力はそれを承知
で安全と宣伝してきた。再稼働を担う資格は
ない。市として永久停止廃炉を求めるべき。

答 � 安全対策が万全であると合理的に検証され住
民の理解が得られない限り再稼働はあり得な
い。

リニア、JR東海と県の協定は解決にならない

問 �１月24日、国交省立ち合いで水資源に影響が
生じた場合、JR東海が補償する協定を締結し
た。水が枯れたら元に戻らない。協定に意味
があるのか。

答 � 水は何物にも代えがたい財産であり、金銭で
解決できるものではない。

問 �同協定で知事は「大きなヤマは越えた」と発
言し名古屋開通の目途が立った等の報道も多
い。協定式には全流域首長が出席し世論を誤
誘導している。

答 � 建設ありきで拙速に進めるべきではない。最
近の県の発信の在り方は懸念しており、再度
スピード感を強調すべきではないと申し入れ
た。

問 �工事の現状は山梨側のボーリング調査ひとつ
出来ていない。県境工事など未知数で年内着
工などありえない。

答 � 解決すべき課題は依然残っており現段階で本
坑着工の判断は出来る状況ではない。

日
本
共
産
党

石
井
　
通
春 

議
員
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藤
新
会

議
員

薮
崎
　
正
幸

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

八
木
　
　
勝

●�議員が市の事業に対して、執行状況や将来の�

方針をただしたり、政策的な提言を行います。�

質問は１議員50分以内です。

●一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員

　本人からの寄稿によるものです。

●�市ホームページで議会録画映像の配信や

「会議録の検索」により一般質問など本会

議の詳しい内容も、ご覧になれます。
２月定例月議会の一般質問は、
２月27日（金）、３月２日（月）の
２日間にわたり行われました。 インターネット議会中継

会議録検索システム

藤
枝
市
で
起
き
た
山
火
事
災
害
に
お
け
る

市
の
対
応
と
消
防
団
の
処
遇
改
善
及
び

団
員
減
少
対
策
に
つ
い
て

問
今
回
の
山
火
事
に
お
け
る
市
、
消
防
、
消
防
団
の
対
応

は
？

答
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
消
防
、
自
衛
隊
、
消
防
団

の
活
躍
に
よ
り
10
日
間
で
鎮
火
に
至
っ
た
。

問
消
防
団
の
処
遇
改
善
要
望

答
・�

消
防
団
の
活
性
化
交
付
金
（
分
団
へ
の
お
金
）
の
増

額
→
増
額
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

　

・�

準
中
型
免
許
の
一
年
目
か
ら
の
取
得
助
成
条
件
（
２

年
目
か
ら
）
の
緩
和
→
条
件
を
見
直
し
一
年
目
か
ら

の
取
得
助
成
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

　

・�

出
初
式
等
の
式
典
で
の
来
賓
挨
拶
等
の
簡
略
化
→
こ

ち
ら
も
前
向
き
に
検
討
す
る

　

・�
そ
の
他
、
長
期
に
わ
た
る
災
害
出
動
時
の
食
事
支
給

や
交
通
費
な
ど
は
支
出
が
難
し
い
た
め
活
性
化
交
付

金
等
で
賄
っ
て
も
ら
う

問
消
防
団
員
減
少
対
策
は
？

答
・
今
ま
で
通
り
の
周
知
と
募
集

　

・�

そ
の
他
に
市
内
の
あ
る
町
内
会
で
は
消
防
団
員
の
い

る
世
帯
の
一
定
期
間
の
町
内
会
役
員
の
免
除
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
自
治
会
な
ど
に

事
例
を
報
告
し
て
も
ら
う

　

・
消
防
団
協
力
事
業
所
へ
の
協
力
要
請
と
周
知

家
計
と
事
業
を
守
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
つ
い
て

問
物
価
高
騰
下
で
、
脱
炭
素
と
家
計
・
事
業
負
担
軽
減
を

ど
う
両
立
す
る
の
か

答
２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
達
成
に

向
け
て
、
産
業
・
運
輸
・
家
庭
の
各
分
野
で
取
組
を
推

進
。
家
庭
に
は
蓄
電
池
や
Ｖ
２
Ｈ
導
入
支
援
を
、
ま
た

事
業
者
に
は
省
エ
ネ
診
断
に
よ
る
伴
走
支
援
や
補
助
制

度
に
よ
る
設
備
更
新
を
促
し
、
脱
炭
素
と
家
計
・
事
業

負
担
軽
減
を
両
立
す
る
。

リ
ニ
ア
工
事
に
伴
う
水
資
源
問
題
と

補
償
確
認
書
に
つ
い
て

問
な
ぜ
今
、
補
償
確
認
書
を
締
結
し
た
の
か

答
流
域
市
町
が
訴
え
て
き
た
水
資
源
へ
の
懸
念
と
補
償
不

安
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
補
償
責
任
と
国
の
関
与
と

い
う
基
本
的
な
方
向
性
を
確
認
し
た
も
の
。
国
の
指
導

下
で
万
が
一
の
事
態
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構

築
の
意
義
は
大
き
い
。

問
本
市
の
水
は
守
ら
れ
る
の
か

答
確
認
書
は
具
体
基
準
で
は
な
い
が
「
失
わ
れ
た
水
は
水

で
返
す
」
原
則
を
堅
持
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
機
能
回
復
措

置
を
前
提
に
、
国
の
監
視
の
下
で
実
効
性
を
担
保
す
る
。

問
将
来
リ
ス
ク
や
広
域
連
携
は

答
本
事
業
は
国
策
で
あ
り
国
の
関
与
を
求
め
て
き
た
。
締

結
は
出
発
点
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
国
に
実
効
性
確
保

を
求
め
続
け
、
流
域
10
市
町
の
結
束
を
基
本
に
対
応
す

る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

今
回
の
災
害
で
も
消
防
団
の
大
切
さ
が
再
認
識
で
き
た

の
で
こ
れ
か
ら
も
藤
枝
市
消
防
団
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
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藤
新
会

議
員

深
津
　
寧
子

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

川
島
美
希
子

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

岡
村
　
好
男

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
施
策
の
横
断
的
な

推
進
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
本
市
は
施
策
を
ど
の
よ
う

な
全
体
構
造
の
も
と
で
推
進
し
、
将
来
ど
の
よ
う
な
都

市
の
姿
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

答
第
６
次
総
合
計
画
と
土
地
利
用
構
想
、
創
生
総
合
戦
略

を
統
合
し
、
産
業
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

を
一
体
的
に
進
め
て
い
る
。
志
太
榛
原
地
域
の
中
核
都

市
と
し
て
拠
点
機
能
を
高
め
、
活
力
と
持
続
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

問
若
者
が
地
域
で
働
く
未
来
を
描
く
た
め
に
は
、
地
域
で

挑
戦
す
る
大
人
の
姿
を
示
し
、
人
材
が
循
環
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
地
域
政
策
研
究
や
起
業
支
援
な
ど
を
通
じ
て
学
生
や
企

業
が
地
域
課
題
に
関
わ
る
機
会
を
広
げ
、
人
材
の
定
着

や
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
将
来
の
人
口
規
模
を
前
提
に
、
都
市
機
能
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
の
構
造
と
し
て
想

定
し
て
い
る
の
か
。

答
人
口
確
保
に
向
け
た
成
長
戦
略
を
進
め
る
一
方
、
人
口

減
少
社
会
も
見
据
え
、
公
共
施
設
の
集
約
化
や
広
域
連

携
な
ど
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
進
め
て
い
く
。

要
配
慮
者
の
避
難
行
動
計
画
に
つ
い
て

問
医
療
的
ケ
ア
児
等
の
個
別
避
難
計
画
の
取
組
み
は
。

答
在
宅
の
方
は
21
人
。
最
優
先
で
個
別
避
難
計
画
の
作
成

に
取
組
む
べ
き
で
あ
る
と
認
識
。
医
療
設
備
の
整
っ
た

避
難
先
の
受
入
体
制
と
避
難
手
段
の
確
保
な
ど
が
課
題
。

問
令
和
６
年
11
月
議
会
で
要
望
後
、
作
成
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
が
、
完
了
目
標
時
期
は
い
つ
に
な
る
予
定
か
。

答
段
階
的
に
対
象
を
拡
大
し
概
ね
３
年
程
度
を
目
標
。

問
地
域
に
暮
ら
す
要
支
援
者
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
。

答
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
は
、
行
政
の
責
務

と
し
て
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
。
昨
年
か
ら
浸

水
が
想
定
さ
れ
る
時
ケ
谷
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
ご
家

族
、
福
祉
専
門
職
、
民
生
委
員
、
自
主
防
災
会
長
と
具

体
的
な
支
援
方
法
や
避
難
計
画
を
作
成
。
今
後
は
葉
梨

地
区
全
体
に
展
開
し
、
取
組
み
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
市
内
の
他
の
地
区
へ
も
順
次
進
め
て
い
く
。

問
市
が
把
握
す
る
情
報
か
ら
対
象
者
を
絞
り
込
ん
で
名
簿

を
作
成
す
れ
ば
、
最
短
で
実
効
性
も
高
い
と
思
う
が
。

答
ご
指
摘
の
と
お
り
。
葉
梨
地
区
全
体
へ
展
開
す
る
上
で

の
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問「
女
性
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
活
躍
し
女
性
目
線
の

避
難
所
作
成
の
必
要
性
を
訴
え
６
年
。
現
状
を
伺
う
。

答
高
校
生
含
む
15
人
が
在
籍
。
メ
ン
バ
ー
が
、
葉
梨
、
岡

部
な
ど
の
避
難
所
運
営
委
員
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。

問
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
重
要
。
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
市
内
の
避
難
所
で
位
置
づ
け
が
あ
る
の
は
３
分
の
１
の

み
。
さ
ら
に
周
知
・
啓
発
を
強
化
す
る
。

水
害
・
浸
水
対
策
に
つ
い
て

問
黒
石
川
の
ハ
ー
ド
対
策
の
下
流
で
あ
る
中
外
製
薬
側
の

進
捗
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
に
着
工
し
た
が
交
付
金
が
減
額
と
な
り
計

画
通
り
進
ん
で
い
な
い
が
、
進
め
方
に
つ
い
て
治
水
効

果
が
期
待
で
き
る
側
溝
整
備
を
最
優
先
と
し
て
来
年
度

の
用
水
利
用
が
終
了
後
の
10
月
か
ら
着
手
し
て
い
く

問
小
石
川
の
護
岸
が
老
朽
化
し
て
お
り
抜
本
的
な
改
修
を

行
う
べ
き
だ
が
、
い
か
が
か
伺
う
。

答
抜
本
的
な
改
修
は
安
全
性
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
が
河

川
断
面
決
定
に
期
間
を
要
す
る
為
、
先
ず
は
部
分
修
繕

を
実
施
す
る
。

問
土
の
う
設
置
の
ほ
か
に
、
新
た
な
止
水
板
設
置
補
助
金

の
内
容
を
伺
う
。

答
止
水
板
は
価
格
が
高
い
が
軽
量
で
設
置
が
容
易
。
補
助

率
は
１
／
２
で
上
限
30
万
円
を
予
定
し
て
い
る

若
者
の
就
労
と
住
ま
い
の
支
援
に
つ
い
て

問
来
年
度
か
ら
開
始
す
る
従
業
員
の
奨
学
金
を
代
理
返
還

す
る
企
業
へ
の
支
援
制
度
と
そ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
内
の
中
小
企
業
が
従
業
員
の
奨
学
金
を
代
理
返
還
し

た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。
企
業
の
採
用
力

を
強
化
し
若
者
の
地
元
就
労
を
推
進
し
て
い
く
。
市
長

が
座
長
を
務
め
る
中
小
企
業
振
興
推
進
会
議
の
メ
ン

バ
ー
と
連
携
し
て
企
業
に
周
知
し
、
活
用
を
促
し
て
い

く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

人
口
減
少
社
会
で
は
、
施
策
を
結
び
付
け
成
果
に
つ
な

げ
る
視
点
が
重
要
で
す
。
本
市
の
多
く
の
取
組
が
循
環

し
、
若
者
が
地
域
で
未
来
を
描
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
期

待
し
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

災
害
時
、
個
別
避
難
計
画
は
全
市
内
で
必
要
で
す
。

安
全
安
心
の
生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
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日
本
共
産
党

議
員

さ
と
う
ま
り
こ

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

遠
藤
久
仁
雄

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

寺
田
亜
記
子

生
活
道
路
、

時
速
30
キ
ロ
規
制
ま
で
あ
と
半
年
！

問
国
内
全
域
の
生
活
道
路
に
お
い
て
、
９
月
か
ら
一
斉
に

時
速
30
キ
ロ
規
制
に
踏
み
切
る
背
景
は
何
か
伺
う
。

答
全
国
的
に
人
身
交
通
事
故
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
比

較
的
狭
い
道
路
で
の
事
故
が
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
、

自
動
車
の
速
度
が
時
速
30
キ
ロ
を
超
え
て
歩
行
者
や
自

転
車
に
衝
突
す
る
と
致
死
率
が
急
激
に
高
ま
る
と
い
っ

た
統
計
が
出
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
生
活
道
路
」
の

場
所
や
要
件
を
判
断
し
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
は
現
実

的
に
難
し
い
た
め
、
本
市
で
は
「
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な

ど
の
な
い
身
近
な
狭
い
道
路
で
は
、
時
速
30
キ
ロ
以
下

で
走
行
す
る
」
こ
と
を
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
に
呼

び
掛
け
て
い
く
。

市
立
総
合
病
院
が
引
き
起
こ
す

交
通
渋
滞
を
解
消
せ
ね
ば

問
病
院
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
渋
滞
を
回
避
す
る
た
め
、

猛
ス
ピ
ー
ド
で
住
宅
街
の
生
活
道
路
を
走
り
抜
け
る
車

が
危
険
で
あ
る
。
ま
た
公
共
バ
ス
を
時
間
通
り
に
利
用

で
き
な
い
人
も
困
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
病
院

利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
き
た
が
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

　

近
隣
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
新
た
に

確
保
す
る
案
等
が
示
さ
れ
た
が
、
一
刻
も
早
く
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
早
急
に
解
決
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
は
、ト
イ
レ
に
置
く
の
が
一
番
助
か
る
。

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
ト
イ
レ
に
設
置
を
進
め
て
ほ
し
い
。

給
食
の
無
償
化
は
、親
か
ら
す
れ
ば
順
番
に
大
き
く
な
っ

て
い
く
の
で
中
学
か
ら
実
施
の
方
が
助
か
る
。国
も
市

も
、も
っ
と
保
護
者
の
声
を
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。

幸
せ
の
指
標
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
本
市
は
「
幸
せ
に
な
る
ま
ち
藤
枝
」
を
掲
げ
て
い
る
。

市
民
の
「
実
感
」
を
政
策
に
活
か
す
仕
組
み
が
必
要
と

　

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
健
康
、安
心
、希
望
を
基
本
に
幸
福
度
を
調
査
し
て
い
る
。

　

今
後
は
地
域
の
つ
な
が
り
や
生
き
が
い
な
ど
も
含
め
、

本
市
独
自
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

問
仕
事
や
子
育
て
、
介
護
で
忙
し
い
世
代
が
地
域
と
つ
な

が
る
取
組
を
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
電
子
回
覧
板
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
デ
ジ
タ
ル

導
入
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。今
後
は
、交
流
セ
ン
タ
ー

講
座
な
ど
を
通
じ
て
地
域
参
加
を
広
げ
て
い
く
。

問
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
て
る
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

答
地
域
、
学
校
、
家
庭
が
連
携
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
市
内
全
中
学
校
区
で
進
め

て
い
る
。
取
組
を
通
じ
て
地
域
の
方
か
ら
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
、こ
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

問
自
治
会
・
町
内
会
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
伺
う
。

答
地
域
貢
献
休
暇
制
度
の
活
用
な
ど

に
よ
り
、
働
く
世
代
が
地
域
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
。
市
職
員
の
地
域
活
動
参

加
も
後
押
し
し
、
市
が
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

学
校
で
の
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
置
は
ト
イ
レ
へ

問
以
前
に
子
ど
も
の
声
を
聞
く
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
市
内
の
小
中
学
校
で
の
取
組
み
状
況
は
。

答
瀬
戸
谷
中
で
実
施
し
て
お
り
、
西
益
津
中
と
岡
部
中
で

は
取
組
み
を
開
始
し
た
。

問
生
徒
や
先
生
の
感
想
は
ど
う
か
。

答「
助
か
っ
て
い
る
」「
置
い
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
。

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て

問
中
学
生
に
も
一
刻
も
早
い
支
援
を
し
て
ほ
し
い
が
、
な

ぜ
小
学
校
だ
け
な
の
か
。

答
小
学
校
は
国
と
市
の
補
助
で
実
質
無
償
化
実
現
。
中
学

校
へ
の
実
施
を
国
へ
強
く
求
め
て
い
く
。

問
小
学
校
無
償
化
は
当
面
１
年
間
の
措
置
。
国
の
補
助
で

足
り
な
い
分
は
、
再
来
年
度
以
降
も
市
が
補
い
、
ず
っ

と
無
償
と
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
な
い
か
。

答
国
が
実
施
す
べ
き
。
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
事
情
で
給
食
を
食
べ
て
い
な
い
子
ど
も
へ
の
対
応
は
。

答
金
銭
給
付
等
、
国
の
方
針
を
見
て
い
く
。

問
無
償
化
と
品
質
向
上
・
地
産
地
消
推
進
を
同
時
に
す
す

め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
地
産
地
消
推
進
と
給
食
の
質
の
維
持
向
上
に
取
組
む
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と

幸
せ
が
実
感
で
き
る
藤
枝
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
声
を
届
け
て
い
き
ま
す
。 
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藤
新
会

議
員

山
川
　
智
己

市
立
病
院
の
医
療
体
制
や
機
能
に
つ
い
て

問
が
ん
医
療
の
新
た
な
診
療
体
制
や
人
材
確
保
の
取
り
組

み
は
？

答
本
年
４
月
よ
り
、
現
在
１
名
の
血
液
内
科
医
を
新
た
に

３
名
増
員
し
、
４
人
の
診
療
体
制
に
強
化
し
て
い
く
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
入
院
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な

り
、
10
床
～
15
床
を
想
定
、
外
来
診
療
は
週
２
日
か
ら

５
日
へ
拡
充
し
て
い
く
。
通
院
で
は
困
難
な
抗
が
ん
剤

治
療
や
放
射
線
治
療
等
も
入
院
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
患
者
本
人
や
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、
移
動
に
か

か
る
身
体
的
・
経
済
的
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
意

義
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

浸
水
地
域
に
お
け
る
水
害
対
策
に
つ
い
て

問
床
上
・
床
下
浸
水
に
対
す
る
防
止
策
は
？

答
市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
住
居
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
た

め
、
個
人
宅
な
ど
へ
の
止
水
板
設
置
の
支
援
制
度
を
県

内
で
初
め
て
創
設
し
、
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

　

止
水
板
の
購
入
費
や
工
事
費
を
補
助
対
象
と
し
、
補
助

率
２
分
の
１
、
上
限
額
30
万
円
、
件
数
と
し
て
は
昨
年

の
台
風
15
号
の
床
上
件
数
の
半
分
を
想
定
し
、
７
件
を

見
込
ん
で
い
る
。

【
請
願
代
表
者
に
対
す
る
質
疑
】

問
給
食
へ
の
感
謝
が
薄
れ
る
こ
と
や
残
食
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
。
家
庭
で
の
食
育
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
懸
念
は
十
分
に
理
解
し
て
お
り
、
家
庭
や
学
校
を
通
じ

て
、
社
会
全
体
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
を
育
む
教
育
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
他
の
福
祉
・
子
育
て
施
策
へ

の
影
響
を
考
慮
し
て
も
、
給
食
費
無
償
化
を
優
先
す
る

理
由
に
つ
い
て
。

答
税
金
は
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
た

め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

（
趣
旨
）

「
教
育
基
本
法
及
び
学
校
給
食
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学

校
給
食
は
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
受
益
者
は
国
民
全

体
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
国
に
対
し
て
小
中
学
校
の
給

食
費
完
全
無
償
化
の
早
期
制
度
化
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
」

議
員
の
ひ
と
こ
と

医
療
体
制
や
危
機
管
理
の
充
実
強
化
が
市
政
の
最
重
要

な
柱
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の

安
心
を
形
に
し
て
ま
い
り
ま
す
！

請
願
の
審
査

　

健
康
福
祉
教
育
委
員
会
に
て
、
請
願
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
請
第
１
号

「
小
中
学
校
の
給
食
費
完
全
無
償
化
の
早
期
制
度
化
」

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

Facebook・Instagram
「藤枝市議会」で
議会活動情報を
随時更新しています

　藤枝市議会ではホームページ、市議会
だよりに加え、議会の情報発信を強化し、
より多くの方に議会への関心をもってい
ただくために随時投稿しています。

議会は
藤枝市議会

ホームページでも
ご覧いただけます

　藤枝市議会ホームページでは、
本会議のライブ中継と録画放映
を行っています。市民生活に直
結した重要な問題の審議をぜひ
ご覧ください。

市役所５階で
議会を

傍聴しませんか

　市民の生活に直結した重要
な問題が審議されます。
　議会は、どなたでも傍聴す
ることができます。お気軽に
お越しください。市役所５階
の傍聴受付で傍聴券を受けと
れば傍聴できます。住所、氏
名などの記入は不要です。

審
査
結
果

採
　
択

InstagramFacebook
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建設経済環境委員会

　水上地区のまちづくりについての概要と今後の計画につい
て説明を受けました。
　現地の状況を確認し、事業内容、今後の計画や方向性につ
いて質疑を行いました。

第２号議案　令和８年度藤枝市一般会計予算
戦略的土地利用推進事業費 

本会議可決

本会議可決

本会議可決

健康福祉教育委員会

　認知症の人の外出時などに備え、家族の安心につながる環境
を整えるため、市が契約者となり対象者を被保険者とする個人
賠償責任保険に加入する経費の増額補正について、対象者や補
償内容を確認し、委員会として可決すべきものと決定しました。

第33号議案　令和８年度藤枝市一般会計補正予算（第１号）
認知症高齢者等個人賠償責任保険事業費

総務委員会

　寄付を受けた民間診療所跡地（旧大井医院）を地域のコミュ
ニティ活動拠点として改修工事を行い、令和８年４月から供用
を開始することに伴い、現地審査を行いました。

第２号議案　令和８年度藤枝市一般会計予算
高洲地区コミュニティ施設について

常任委員会審査レポート常任委員会審査レポート
ピックアップ！

【
編

集
・

発
行

】
藤

枝
市

議
会

（
藤

枝
市

岡
出

山
一

丁
目

11番
１

号
）

 ☎
054･643･3552　

FA
X054･646･2030

E-m
ail　

gikai@
city.fujieda.shizuoka.jp

U
R

L   　
https://w

w
w

.city.fujieda.shizuoka.jp/

６月　　　９日 本会議１日目（☆）
　　　　　　　　　議案上程等
　　　　１６日 本会議２日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
　　　　１７日 本会議３日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問
　　　　１８日 本会議４日目（☆）
　　　　　　　　　一般質問・議案質疑等

　　　　１９日 現地審査
　　　　２２日 常任委員会
　　　　２３日 常任委員会
　　　　３０日 本会議５日目・採決等（☆） 藤枝市議会

ホームページ

 ６月定例月議会は、６月９日から６月30日までの
22日間で開かれる予定です

本会議、委員会は予約なしで傍聴可能です。
☆は、藤枝市議会ホームページでもご覧いただけます。
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